
防
研
セ
ミ
ナ
ー

時
代
を
読
み
解
くシリ

ー
ズ

防

研

セ

ミ

ナ

ー

テーマをさらに深掘り

「防研セミナーブリーフィング」

　執筆者の室岡主任研究官

が今回のテーマをさらに深

掘りして解説し、防衛省職

員と突っ込んだ議論を行う

「防研セミナーブリーフィ

ング」が８月�日（月）午

後３時～４時まで、市ヶ谷

のＦ１棟６階「国際会議場」

で開かれます。参加者・聴

講者は隊員に限定します。

ご興味ある方は奮ってご参

加ください。▽問い合わせ

＝防研企画調整課�―３２６８

―３１１１（内線２９１７７）まで。

　１９５９（昭和�）年、新潟県生まれ、大阪府、東京都などで育

つ。上智大学経済学部卒業、韓国・延世大学校国際学大学院韓

国学専攻（文学修士）、政策研究大学院大学博士課程単位取得退

学。日本貿易振興会（現日本貿易振興機構、ＪＥＴＲＯ）を経

て、�年防衛研究所入所。第６研究室長（アジア担当）、図書館

長、理論研究部長などを歴任。２０２０年から現職。専門は韓国・

北朝鮮の政治・軍事。主な業績に『ＮＳＣ国家安全保障会議』

（共著、彩流社、�年）、「北朝鮮、米韓演習に『核反撃訓練』

で対抗」（『東亜』第６８４号、�年４月）など。

韓国における待避施設

　

政府予算で建設

した専用施設　

政府が指定した施設 計

施設数 ２４１カ所 １万７２４２カ所 １万７４８３カ所

面積（約） ５万４８００㎡ １億２１９２万１５００㎡ １億２１９７万６３００㎡

収容可

能人数

（約）

３万８２００人 １億４７７３万３６００人 １億４７７７万１８００人

（注）２０２２年末現在

（出所）韓国行政安全部『行政安全統計年報』２０２３年版

北

朝

鮮

の

攻

撃

想

定

深

く

広

い

地

下

空

間

　

ソ

ウ

ル

に

旅

行

し

、

地

下

商

店

街

の

長

大

さ

や

、

地

下

鉄

駅

や

高

層

ビ

ル

の

地

下

駐

車

場

の

深

さ

に

驚

い

た

人

も

い

る

か

も

し

れ

な

い

。

こ

れ

ら

は

北

朝

鮮

に

よ

る

空

襲

な

ど

の

際

に

、

市

民

が

避

難

す

る

「

待

避

施

設

（

シ

ェ

ル

タ

ー

）

」

を

兼

ね

て

お

り

、

地

上

の

入

り

口

に

は

必

ず

シ

ン

ボ

ル

マ

ー

ク

が

、

最

近

は

多

言

語

併

記

で

掲

示

さ

れ

て

い

る

。

今

回

は

、

韓

国

の

待

避

施

設

の

概

要

を

紹

介

す

る

と

共

に

、

そ

の

有

効

性

や

教

訓

な

ど

に

つ

い

て

考

え

て

み

た

い

。

人

口

の

３

倍

弱

収

容

外

国

人

の

避

難

も

可

　

韓

国

に

は

待

避

施

設

が

１

万

７

０

０

０

カ

所

以

上

あ

り

、

収

容

可

能

人

数

の

合

計

は

１

億

４

７

０

０

万

人

以

上

と

、

韓

国

の

人

口

約

５

１

５

６

万

人

の

３

倍

弱

に

達

す

る

。

理

論

上

は

、

韓

国

に

一

時

滞

在

中

の

外

国

人

観

光

客

な

ど

も

余

裕

で

受

け

入

れ

ら

れ

る

と

い

え

よ

う

。

　

待

避

施

設

は

、

韓

国

政

府

の

予

算

で

専

用

施

設

と

し

て

建

て

ら

れ

た

も

の

と

、

政

府

・

地

方

自

治

体

・

民

間

な

ど

が

一

定

規

模

以

上

の

建

物

を

建

て

る

際

に

、

待

避

ス

ペ

ー

ス

を

確

保

さ

せ

（

民

間

に

は

税

制

上

の

優

遇

措

置

が

あ

る

）

、

こ

れ

を

政

府

が

公

共

の

待

避

施

設

と

し

て

指

定

し

た

も

の

に

大

別

さ

れ

る

。

　

映

画

「

パ

ラ

サ

イ

ト

」

に

出

て

く

る

半

地

下

式

住

居

は

、

も

と

も

と

は

後

者

と

し

て

造

ら

れ

た

も

の

で

、

一

時

期

、

住

宅

難

の

解

消

策

と

し

て

居

住

が

認

め

ら

れ

た

も

の

の

名

残

で

あ

る

。

島

嶼

部

等

に

新

施

設

堅

牢

で

万

全

な

備

蓄

　

韓

国

政

府

の

予

算

に

よ

る

待

避

施

設

２

４

１

カ

所

は

、

北

朝

鮮

に

近

接

し

て

い

る

島

嶼

部

や

陸

上

で

接

し

て

い

る

地

域

に

建

設

さ

れ

た

も

の

で

あ

る

。

　

こ

れ

ら

の

う

ち

、

島

嶼

は

北

朝

鮮

の

目

と

鼻

の

先

に

あ

る

も

の

の

、

韓

国

本

土

か

ら

は

遠

く

ヨ

ン

ピ

ョ

ン

離

れ

て

い

る

。

例

え

ば

、

延

坪

イ

ン

チ

ョ

ン

島

の

場

合

、

仁

川

か

ら

１

４

５

キ

ロ

メ

ー

ト

ル

に

位

置

し

、

交

通

手

段

は

海

路

に

限

ら

れ

て

い

る

。

　

そ

の

延

坪

島

に

、

２

０

１

０

年

�

月

、

北

朝

鮮

軍

が

突

如

、

無

差

別

砲

撃

を

加

え

た

。

直

ち

に

島

民

は

島

内

の

待

避

施

設

（

防

空

壕

）

に

逃

げ

込

ん

だ

。

こ

の

時

、

兵

士

２

人

の

ほ

か

、

軍

駐

屯

地

内

で

工

事

に

従

事

し

て

い

た

民

間

人

２

人

が

死

亡

し

た

も

の

の

、

民

有

地

に

い

た

民

間

人

の

死

者

が

ゼ

ロ

で

あ

っ

た

こ

と

は

、

通

常

兵

器

に

よ

る

攻

撃

に

待

避

施

設

が

有

効

で

あ

る

こ

と

を

示

す

も

の

で

あ

っ

た

。

　

た

だ

し

、

１

９

７

０

年

代

に

建

設

さ

れ

た

老

朽

化

し

た

施

設

が

多

く

、

ト

イ

レ

な

ど

の

生

活

設

備

や

飲

用

水

な

ど

の

備

蓄

が

な

く

、

日

を

ま

た

ぐ

よ

う

な

避

難

に

は

適

さ

な

い

、

と

い

っ

た

問

題

点

も

露

呈

し

た

。

　

砲

撃

事

件

以

後

、

島

嶼

部

を

含

む

北

朝

鮮

近

接

地

域

に

は

、

こ

う

し

た

問

題

点

を

改

善

し

た

待

避

施

設

が

政

府

予

算

で

新

た

に

建

設

さ

れ

て

い

っ

た

。

　

新

施

設

は

、

ロ

ケ

ッ

ト

弾

の

直

撃

に

も

耐

え

ら

れ

る

よ

う

、

覆

土

式

や

丘

に

横

穴

式

で

作

ら

れ

、

防

爆

扉

、

台

所

、

給

水

設

備

、

ガ

ス

マ

ス

ク

な

ど

が

備

え

ら

れ

、

体

育

館

の

よ

う

な

空

間

に

避

難

者

が

寝

泊

ま

り

で

き

る

よ

う

に

な

っ

て

い

る

。

平

時

に

は

住

民

の

ス

ポ

ー

ツ

や

高

齢

者

の

交

流

の

場

な

ど

と

し

て

活

用

さ

れ

て

い

る

。

核

攻

撃

へ

の

対

策

等

韓

国

か

ら

学

ぶ

教

訓

　

待

避

施

設

に

つ

い

て

は

、

韓

国

政

府

が

提

供

す

る

ア

プ

リ

で

自

分

の

い

る

位

置

か

ら

近

い

施

設

が

検

索

で

き

る

。

ま

た

、

地

域

や

職

場

で

の

避

難

訓

練

を

通

じ

て

、

位

置

や

消

火

設

備

の

使

い

方

な

ど

の

周

知

が

図

ら

れ

て

お

り

、

先

述

し

た

収

容

可

能

人

数

を

含

め

、

万

全

の

態

勢

が

整

っ

て

い

る

よ

う

に

見

え

る

。

　

だ

が

一

方

で

、

政

府

指

定

の

待

避

施

設

を

中

心

と

し

て

、

次

の

よ

う

な

問

題

点

も

指

摘

さ

れ

て

い

る

。

　

一

つ

目

は

、

施

設

が

都

市

部

に

偏

在

し

て

い

る

こ

と

で

あ

る

。

徒

歩

ま

た

は

自

動

車

で

５

分

以

内

の

避

難

が

基

準

と

さ

れ

て

い

る

が

、

農

山

村

部

で

は

そ

れ

が

難

し

い

地

域

も

多

い

。

二

つ

目

は

、

ト

イ

レ

が

な

い

、

ま

た

は

不

十

分

で

あ

る

と

い

う

こ

と

だ

。

三

つ

め

は

、

食

糧

や

水

な

ど

の

備

蓄

が

な

さ

れ

て

い

な

い

か

、

備

蓄

が

あ

る

場

合

で

も

当

局

の

査

察

の

結

果

、

消

費

期

限

切

れ

が

判

明

す

る

場

合

が

少

な

く

な

い

と

い

う

点

だ

。

待

避

施

設

は

、

設

置

だ

け

で

な

く

、

そ

の

後

の

メ

ン

テ

ナ

ン

ス

が

重

要

な

の

で

あ

る

。

　

さ

ら

に

、

深

刻

視

さ

れ

て

い

る

の

が

、

核

攻

撃

に

耐

え

る

待

避

施

設

が

な

い

こ

と

で

あ

る

。

近

年

、

建

設

さ

れ

て

い

る

政

府

や

自

治

体

の

非

常

時

用

指

揮

所

は

、

核

攻

撃

を

想

定

し

た

仕

様

と

な

っ

て

い

る

が

、

そ

れ

以

外

の

施

設

で

は

耐

え

る

こ

と

が

で

き

な

い

。

こ

の

こ

と

は

韓

国

の

国

会

な

ど

で

も

時

々

指

摘

さ

れ

て

い

る

が

、

財

政

的

に

現

実

的

で

な

い

と

い

う

こ

と

で

あ

ろ

う

か

、

な

か

な

か

検

討

が

進

ん

で

い

な

い

の

が

現

状

だ

。

　

以

上

の

よ

う

な

韓

国

の

経

験

は

、

教

訓

と

す

べ

き

部

分

を

含

め

て

、

日

本

の

施

策

を

検

討

す

る

上

で

参

考

に

な

る

だ

ろ

う

。


